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Ａ．研究目的 

人獣共通感染症の病原ウイルスの狩猟者

や解体者への感染リスクを検討するため、

重症熱性血小板減少症候群ウイルス(SFTSV)

を主として、人獣共通感染症の病原ウイル

スについて、抗体検査及び遺伝子検査を実

施する。 

 

Ｂ．研究方法 

全国畜産協会、地方衛生研究所や研究者

と連携して、食肉に関わる野生鳥獣の血清

を集めて、SFTSVと Ozウイルスの抗体検査

と遺伝子検査を実施した。また、イノシシ

検体については日本脳炎ウイルス及びオー

エスキー病ウイルスの抗体検出を試みた。 

 

（倫理面への配慮） 

なし 

 

Ｃ．研究結果 

これまでの検査の結果、シカにおける

SFTSV の抗体陽性率は 25.7%(4859 検体中

1249 検体)、遺伝子陽性率は 0.1% (1601 検

体中 1 検体)となった(表 1)。イノシシにお

ける SFTSV の抗体陽性率は 39.3% (3587 検

体中 1409検体)、遺伝子陽性率は 0.2% (1697

検体中 3 検体)となった(表 2)。中部地方の

イノシシにおいて、日本脳炎ウイルスの抗体

陽性率は 33.3% (123 検体中 41検体)、オー

エスキー病ウイルスの抗体陽性率は 0% (102

検体中 0 検体)となった。茨城県との共同研

究で、2019年度から 2023年度に採取された

イノシシ血清 857 検体について SFTSV 中和

試験を実施したところ、2021 年度に抗体陽

性率が上昇し 25.1%に達し、それ以降ほぼ横

ばいであること、また、県南地域において高

い陽性率が維持されていることが明らかに

なった(図 1)。千葉県との共同研究で、2024

年度に採取されたシカ及びイノシシ検体(そ

れぞれ 53 検体)について検査を実施したと
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ころ、イノシシで 47%、シカで 36%の個体が

中和抗体を有していることが明らかになっ

た(図 2)。 

Oz ウイルスは人に致死的な病原性を有す

るマダニ媒介性ウイルスである。イノシシ、

二ホンジカ、ツキノワグマ、ニホンザルの動

物血清を用いて全国規模の血清疫学調査を

実施した。その結果、野生動物では高い中和

抗体陽性率が認められ、イノシシ 33/119 頭

（27.5%）、ニホンジカ 97/173 頭（56.1%）、

ツキノワグマ 182/232（78.4％）、ニホンザル

60/306 頭（19.6%）であった。Ozウイルス RNA

はすべての動物で検出されなかった。 

 

Ｄ．考察 

西日本における抗体陽性率が高い状況が

続いているが、過去の平良らの報告と合わせ

て、千葉県では 2017 年以前から SFTSV が拡

大し、かつ現在もそれが維持されていること

が明らかになった。また、茨城県では 2020年

に特に県南で SFTSV の拡大があったことが

明らかになった。すでにヒト・イヌ・ネコで、

関東地方での SFTS 発症例が確認されている

ことからも、これらの地域ではすでに SFTSV

が野生動物の間で維持されている可能性が

高い。 

Oz ウイルスに対する中和抗体陽性を示す

動物は関東以西に認められ、媒介マダニと考

えられるタカサゴキララマダニの分布と一

致していた。Oz ウイルス RNA はすべての動

物種で検出されなかったことから、Oz ウイ

ルスの自然宿主を解明するためには更なる

解析が必要である。 

 

Ｅ．結論 

我々は全国のイノシシ及びシカの SFTSV

抗体保有率を本事業で継続して調査してい

るが、本年度の研究で、東日本においても、

すでに野生動物内で SFTSV が維持されてい

る地域があることが明らかになった。東日本

における狩猟者、食肉処理関係者は野生動物

の取り扱い並びにマダニ対策を強化する必

要性があることが判明した。全国的に SFTSV

の野生動物の調査を強化することが必要で

ある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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20. 前田 健「ワンヘルスの推進につい

て」全国都道府県議会議長会 第 181

回定例総会 2025年 7 月 23日 

21. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）:基礎分野からの視点/ホット
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勉強会 TKPガーデンシティ PREMIUM み

なとみらい令和 7年 7月 9日 

22. 前田 健「SFTSの現状について」SFTS

感染予防研修会 令和 7年 6月 15日津

駅東口第 1ビル 

23. Ken Maeda“Topics on One Health 

approach” Japan International 

Cooperation Agency (JICA) EWARS-

Project. In JIHS, NIID. 11th June, 

2025 

24. 前田 健「新興感染症に対する One 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
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表 1 

 
 

表 2 
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表 3 Ozウイルスの全国における疫学調査 

都道府県 
陽性数/検査数（陽性率） 

イノシシ シカ ニホンザル ツキノワグマ 

北海道 - - - - 

青森  0/5 (0%)  0/17 (0%) - - 

山形 - -  0/56 (0%) - 

宮城 - - - - 

群馬 0/14(0%) 18/25 (72.0%) - - 

千葉 0/11(0%) 13/24 (54.2%) - - 

茨城 - - - - 

東京 - - - - 

埼玉 - - - - 

神奈川 - - - - 

新潟 - - - - 

長野 - - - 16/48 (33.3%) 

静岡 - - - - 

愛知 - - 2/6 (33.3%) - 

三重 - 6/9 (66.7%) 0/1 (0%) 8/9 (88.9%) 

福井 - - 21/34 (61.8%) - 

岐阜 - 34/60 (56.7%) - - 

石川 - - - - 

富山 9/14 (64.3%) - - - 

滋賀 - 4/4 (100%) 7/78 (9.0%) - 

京都 - 7/13 (53.8%) 26/105 (24.8%) 64/66 (97.0%) 

奈良 - - - 18/21 (85.7%) 

和歌山 - - 2/4 (50.0%) 17/17 (100%) 

大阪 - 3/3 (100%) - - 

兵庫 - - - - 

岡山 - 0/1 (0%) 0/2 (0%) 3/3 (100%) 

広島 - - - - 

鳥取 - - - 56/68 (82.4%) 

愛媛 15/29 (51.7%) 2/3 (66.7%) 1/3 (33.3%) - 

徳島 - - 1/17 (5.9%) - 

香川 4/20 (20.0%) 6/10 (60.0%) - - 

熊本 - - - - 

大分 5/26 (19.2%) - - - 

福岡 - 4/4 (100%) - - 

佐賀 - - - - 

鹿児島 - - - - 

計 33/119 (27.5%) 97/173 (56.1%) 60/306 (19.6%) 182/232 (78.4%) 
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図 1 
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